
 

 

 

歴史の教訓を忘れてはならない 

「安倍談話」と戦争法を考える 
 

 

 

山田敬男さん（歴史学者、労働者教育協会会長） 

              

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4５回学習会 

《⼭⽥敬男さんのプロフィール》 
 
1945 年、神奈川県⽣まれ。労働者教育協会会⻑。 
歴史科学協議会会員。 
主な著書に、「新版戦後⽇本史」「⽇本近現代史を問う」
（編著）、「私たちはどんな時代に⽣きているか」 
（いずれも学習の友社）、「世界、⽇本、そして憲法」 
（共著、同前）、「戦後社会運動史論」（共著、⼤⽉書店）
「⽇本近現代史を読む」（共著、新⽇本出版社）、 
「社会運動再⽣への挑戦」（学習の友社）など。 

憲法九条を守る︕この⼀点で集まる宮前市⺠の会「宮前九条の会」
連絡先・事務局 044-855-8896 （若原） 
ホームページ︓http://miyamae9.web.fc2.com/  e-mail: miyamae9@gmail.com 

講師から⼀⾔ 
8 月 14 日、安倍内閣は「戦後 70 年談話」を閣議決定しました。注目されていた「侵略」「植民地支

配」「反省」「おわび」などに言及し、内外の批判に対応するそぶりを示しながら、「村山談話」の核

心的問題を切り捨てています。歴史の真実を歪曲し、日本の歴史的責任を覆い隠そうとしているので

す。安倍首相は、この「談話」を安保法制＝戦争法推進の正当化に利用しようとしています。 

 当日は、「戦後 70 年談話」の問題を歴史の真実との関連で検討し、「戦争法」推進が歴史の教訓を

踏みにじるものであることを皆さんとともに考えてみたいと思っています。 

日 時：2015 年 10 月 12 日（月、祝日） 

14 時～16 時 30 分 
場 所：宮前市民館第 4会議室 資料代：300 円 


